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論文概要 

 慢性疼痛は 3 ヶ月から 6 カ月以上続く痛みと

定義されます。私たちは、自記式調査票を用いて

中高年者における腰と膝の慢性疼痛の有病率と

その関連要因について調べました。 

 

 村上コホート研究参加者（N=14,364, 40～74

歳）のうち、慢性疼痛データに欠損値のない

14,217 人を解析対象としました。 

 慢性疼痛の評価には Short Form 36（SF-36）

の Visual Analogue Scale（VAS）で評価し（図

1）、中等度から非常に強い痛みを慢性疼痛あり

としました。基礎項目として性、年齢、婚姻歴、

教育歴、職業、BMI を調査しました。 

 

 慢性疼痛の有病率は、腰で 9.7%、膝で 6.7%、

腰か膝のいずれかは13.9%、両方は2.6%でした。 

 

 慢性要津および膝痛の関連要因を表 1 に要約

しました。 

 

 

 
図 1 痛みの評価 

表 1 慢性腰痛・膝痛の関連要因のまとめ 

 
OR：有病率の相対頻度 

関連要因 腰痛 膝痛

性別
･女性は男性より腰痛が少なかった

（OR： 0.85 、95%CI: 0.75-0.97)

･女性は男性より膝痛が多かった

（OR: 1.27 、95%CI: 1.09-1.49)

年齢

･男性において有意な関連はなかった

･ 50歳以下の女性に対し、70歳以上の女性

で腰痛が少なかった（OR：1.94、95% CI:1.35-

2.70)

･男性と女性ともに加齢と強い正の関連が

見られた       (P <0.0001)

教育歴

･男性において教育歴が低いほど腰痛が多

かった (P=0.0003)

･女性において関連はなかった

･男性、女性ともに教育歴が低いほど膝痛

が多かった (P=0.0008、0.0027, 各々)

職業

・男性の肉体労働（漁業、林業など） で腰痛

が多かった(OR 1.45 、95% CI:1.08-1.95)

・女性は関連がなかった

･男性と女性ともに関連がなかった

BMI

･男性において関連はなかった

･女性において高BMI群で腰痛が多かった

(P=0.0175)

･男性と女性とも高BMI群で膝痛が多かった

(P<0.0001)



 慢性腰痛を男女で比較した場合、男性では低教育歴、および肉体労働の職業と正の関連が見られ

ました。これは重労働（例えば重いリフティング作業）と腰痛との関連を示す先行研究を裏付ける

結果といえます。女性では、高年齢で慢性腰痛の有病率が高かったですが、一般的には加齢と腰痛

に明確な関連性は示されていません。本研究対象地域で農作業を行っている人が多いことが影響し

ていると予想され、農作業と腰痛との関連が示唆されます。 

 慢性膝痛については、男女とも高齢、低学歴、BMI 高値であるほど有病率が高く、特に女性にお

いて著明でした。これらの結果は、性別の慢性疼痛予防対策の必要性を示唆しています。女性では

BMI と慢性膝痛に正の強い関連がみられましたが、男性では関連が弱かったです。この結果は、重

労働でなく、むしろ作業姿勢が慢性膝痛に関連している可能性が示唆されます。 

 

 高年者の慢性の膝・腰痛は、多くの人口学的要因および体格と関連し、関連要因は腰と膝で異な

ります。本研究結果を腰と膝の慢性疼痛の予防的対策立案に活かすことができれば幸いです。 


